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暑い中、図書館をご利用いただきありがとうございます！！ 

いつも気持ち良く図書館を利用していただくために・・・ 

① 図書館内では飲食禁止です。ガムや飴もご遠慮ください。 

② 大きな声でのお話や携帯電話のご使用は、交流広場でお願いいたします。 

③ 多くの方にご利用いただけるよう、ソファは譲り合ってお座りください。 

皆さまひとりひとりのご協力を宜しくお願いいたします。 

鈴木 まもる氏の講演会が決定！！ 

 

絵本作家で鳥の巣研究家 
予 告  

 

講演テーマ「絵本と鳥の巣の不思議 

－鳥の巣が教えてくれること」 

 
平成 25 年 10 月 13 日（日）、 

会場は 白根学習館ラスペックホール です。 
 

 

☆申込方法など詳しくは後日お知らせします☆ 

 

 

こわ～～～い  

おはなし大会が 

あるよ～！！  
  

 

8 月 17 日（土）場所：おはなしのへや 

① 11:00～11:30 小さい子向け 

② 11:30～12:00 一人でも聞ける子向け 

③ 14:00～14:30 小さい子向け 

④ 14:30～15:00 一人でも聞ける子向け 

申込みはいりません。 

 どうぞ直接会場へおいでください。 

 

 



 

 

 

 

                                  

 

 ◆『幻の女』◆ 

ウイリアム･アイリッシュ/著 （早川書房） 

    雨の日におすすめの推理小説。推理小説がもと

もと好きだが、これは面白かった。 

 

 ◆『戻り川心中』◆ 

連城三紀彦/著 （講談社） 

    心理サスペンス。形容詞が多く面倒くさい感じ

もあるが、日本の推理小説で五本の指に入る秀作

だと思う。 

  

◆「ロマネスク」（『晩年』に収録）◆ 

太宰治/著 （新潮社など） 

 ◆『お伽草紙』◆ 

太宰治/著 （新潮社など） 

    どちらも抜群に面白い。面白可笑しい話。太宰

はおはなしの作り替えがとてもうまい。それでい

てオリジナルのよう。 

   

 ◆「刺青」（『刺青・秘密』に収録）◆ 

谷崎潤一郎/著 （新潮社） 

  言葉の使い方がすばらしい。一流中の一流。漢

字は難しいが、色っぽい文章や物事を暗示させる

文章がうまい。 

 

 ◆『バッテリー』◆ 

あさのあつこ/著 （教育画劇） 

高校野球の季節。爽やかなスポーツの本はいか

がだろうか。中学生の野球にかける青春や友情の

物語。児童書と侮れない。登場人物が魅力的で話

に惹きこまれる。 

 

 

 

 

 

 ◆『ドン・キホーテ 河出世界文学大系 8』◆ 

セルバンテス/著 （河出書房新社） 

 変わり者で正義感あふれる主人公。著名な歴史 

学者や音楽家などもこの本を読んでいるくらい影 

響のある小説。２度３度読み返したくなる面白さ 

だった。 

 

 ◆『神々の流竄
る ざ ん

 梅原猛著作集 8』◆ 

梅原猛/著 （集英社） 

   日本の神々はどういう流れで現代まで信仰され

てきているか。読み始めたら止まらない。日本に

は何年かに１度古代史ブームが来る。日本人はル

ーツを探るのが好きなのだろう。 

 

 ◆『メトセラの子ら』◆    

ロバート・A・ハインライン/著 （早川書房） 

    SF。地球人の中になぜか 200 歳以上の長寿の人

びとが現れる。他の地球人から，長寿の秘密を教

えないと殺すと言われ、自分たちの住める星を探

しに旅に出る。科学を基にして書かれる SF は、

想像力を働かせていかにも科学が進めばそうい

うこともあるな、と思えるところがいい。雨の日

は地球以外の話を楽しむのはどうか。 

   

 ◆『東条英機』◆ 

亀井宏/著 （光人社） 

      伝記。だが、幼いころからの彼の人生を辿る

ものではなく、彼が戦争についてどう考え行動

したかを書いたもの。これを読むまでは悪人の

イメージがあったが、日本のことを考えて考え

た結果の行動だったことが分かった。 

 

 
                      

 

NO.153  

7 月 21 日(日) 

参加者 3 名 

月の読書会  

ジメジメした梅雨に読んでも熱中してしまう本。 

雨の日に読みたい本が紹介されました。 

 

読書会は好きな本を持ち寄っておしゃべりする、午後のお茶会のような集まりです。 

8 月 18 日(日) 午後 2 時～ 

会場 白根学習館ルーム 2 

 

「暑さを忘れるくらい熱中する本」 

 

8 月の読書テーマ 

 申し込みはいりません。気軽に本の話をしましょう。おいしいお茶とお菓子を用意

してお待ちしています。                   白根図書館友の会共催 



                                                      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 

 

 

主人公のおっきょちゃんは小さな女の子です。

ある日、ひとり川で遊んでいると、川の中から 

出てきた奇妙な子ども、ガータロと出会います。ガータロはおっきょちゃんを

川の中のお祭りに誘います。実はガータロは川にすむカッパだったのです。 

カッパのガータロにつれられて、川の中のお祭りを楽しむおっきょちゃん。

お祭りでもらったおもちを食べたら、お父さんのことも、お母さんのことも、

水の外のことも全部忘れてしまいました。そのままガータロのうちの子になっ

て、カッパとして毎日を過ごすおっきょちゃん。でも、だんだんとお家に帰り

たくなって… 

『めっきらもっきらどおんどん』でも有名な著者の絵本です。涼しげな水の

中や、カッパたちの様子が美しく描かれたこの作品は、暑くなってきた今の季

節にぴったり！お子さんと一緒に、川の中の不思議な世界をのぞいてみません

か？                            （大橋） 

 

東野 圭吾/著 光文社 

 

福音館書店 

 

 

岩波書店 

東野圭吾さんは「ガリレオ」や「加賀シリーズ」をはじめ、数多くの著者がドラ 

マや映画化されている直木賞作家です。 

今回は東野さんの近著とは違う一面がうかがえる初期の頃の作品をご紹介します。 

主人公はスチュワーデス（現称：ＣＡ）の通称エー子とビー子。二人は容姿も性 

格も全く違う仲良しコンビです。そんな二人の前に様々な事件が発生！凸凹コンビ 

が事件の謎を解き明かす、ユーモアたっぷりで軽快なストーリーが７編入った短編 

集です。（ちなみにタイトルから想像する飛行機内での殺人事件はありません。） 

東野さんの最近の重厚な著書に比べて軽いタッチで話が進むため、ちょっとした 

隙間時間、手軽に読んでいただける作品だと思います。 

なぜ二人がエー子、ビー子と呼ばれているのか？ぜひその理由も確かめてみてく 

ださい。                          （星野） 

 

 

 
 

8/ 10(ルーム4・5) 10:00～ 

8/24(ルーム4・5) 10:00～ 

おはなしかご例会 

 第２、第４週土曜日 

※白根図書館で活動しているボラ

ンティアグループの勉強会です。 8/2(金)  8/9(金)  8/16(金)   

8/23(金) 8/30(金)   9/4(水) 

白根図書館休館日  毎週金曜日・毎月第一水曜日 

 

 

絵本のよみかたり 14:10～ 

ｽﾄｰﾘｰﾃﾘﾝｸﾞ    14:30～ 

おはなしのじかん 

    毎週土曜日 

9 月の 

ブックスタートは 

5 日(木)です。 7 月の来館者数…… 15,393 人    
 

読書会(ルーム２)  14:00～ 

8 月 18 日（日） 

長谷川 摂子/文  

降矢 奈々/絵 

 

 

岩波書店 

こわ～いおはなし大会 8/17(土) 

  

今年も暑い夏がやってきました。いつまでたっても夏休みが

忘れられないおじさんたちの夏…、こっそりと人知れず企む

自分だけの夏休み。 今年は冷たいビールに冷奴…、 

そこに「昭和」でも刻みましょうか。 

 

 

『続・おじさんたちの夏休み』 

白根図書館 9/５までの行事   

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4834014649/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books
http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/433471563X/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


★南区の実りをいただく日（月潟保育園） 7月12日（金） 
……毎月1回、当館職員とボランティアグループ「えほんのへや」の会

員さんが、月潟保育園で絵本の読み聞かせを行っています。 

 この日は、読み聞かせでお伺いしているメンバーが、月潟保育園の「実

りをいただく日」に参加しました。発表会を見学したあとは、南区の農

産物を使ったおいしい給食をいただき、最後は絵本を一緒に読んでお別

れしました。ご招待ありがとうございました！ 

★こわ～いおはなし大会 8月8日（木） 

時間：午後7時30分～8時15分  会場：月潟図書館視聴覚室 

こわい絵本やおはなしがいっぱい！紙工作のおみやげもあります。 

申込みはいりませんので、直接会場までお越しください。 

 

★名作映写会 8月11日（日） 

時間：午後2時～  会場：月潟図書館視聴覚室 

上映作品：「みんなちがって、みんないい」 2009年製作／120分 

不世出の童謡詩人・金子みすゞの散逸していた遺稿集を発掘し、現代

に甦らせた、矢崎節夫氏の講演会の映像をお楽しみください。当日は、

金子みすゞに関連する本の展示も行います。 

 

x 

 

月潟図書館だより 
２０１３年 ８月 

  

編集・発行 新潟市立月潟図書館 

〒950-1304 新潟市南区月潟1417番地    電話：025-375-3001  
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

月潟図書館 ８月のカレンダー 休館日 

8月5日（月）、7日（水）、12日（月）、19日（月）、 

26日（月） 

開館時間 

火曜～金曜 ： 午前10時～午後7時   

土曜～日曜 ： 午前10時～午後5時 

7月の行事報告 




